
鳥取県沖と隠岐諸島周辺海域は12℃前後で12月
より約３℃低く、ほぼ平年並となっています。

本 社 東京都品川区東品川二丁目2番20号（天王洲郵船ビル）〒140-0002

電話 03-3458-3020（代表） FAX 03-3458-3088 http://www.nichimo.co.jp/

境港営業所 鳥取県境港市栄町67番地 〒684-0006 電話 0859-44-0475  FAX 0859-42-6330

・島根沖冷水の沿岸への張り出し：島根沖冷水は隠岐諸島西方に接岸しています。

・冷水域：山陰若狭沖冷水は離岸傾向にあります。

・沖合の対馬暖流：対馬暖流の主流は島根沖から隠岐諸島西方海域で北上し、沖

合方向へ流れています。

＊フェリー「おき」による隠岐海峡の水温情報や県内の漁獲情報については
水産試験場ホームページhttp://www.pref.tottori.lg.jp/dd.aspx?menuid=72009）に

詳しく掲載しています、ぜひご利用ください。

掲載期間 2月下旬
～3月中旬
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試験船による海洋観測結果（２月上旬）

鳥取県沖と隠岐諸島周辺海域は12℃前後で12月
より約３℃低く、ほぼ平年並となっています。

隠岐諸島周辺海域は10℃前後で12月より5～7℃低
くなっています。

2月中旬 11.1℃

発行 鳥取県水産試験場（電話：0859-45-4500）

平成２４年４月から下記２社の広告を１年間掲載することになりました。

水温は2～5℃で、沖合に行くに従い暖かくなる
傾向が認められました。

平年並み

いつの時代も、技術とサービスをもって水産業・漁業の皆様を支援してまいります

代表取締役会長 相田 仁

〒684-0006 鳥取県境港市栄町65番地
TEL 0859-44-7171（代） FAX 0859-42-6530

栽培漁業センター

（電話：0858-34-3321）

鳥取沿岸の水温
鳥取県栽培漁業センター 沈砂槽
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水産試験場

平成24年度のベニズワイ資源管理共同調査の結果について
（はじめに）
境港に水揚げされるベニズワイの漁獲量は、昭和

60年の31千トンをピークに減少し、平成13年に
1万トンを割り込み平成15年に最低となりました。
漁業者は平成19年から資源管理の取り組み（全船
で個別割当制の導入、リング付漁具の導入）を行い、
資源回復に努めています。これらの取り組みの効果
検証と資源状況の把握のため、日本海かにかご組合
と鳥取県水試とで、平成17年から試験操業調査
（平成24はリング付通常漁具と3cm目合篭の2種
類）を実施しています。

図1 境港の水揚げベニズワイの漁獲量の推移

図2 試験に供した3cm目合篭(左）とリング付漁具(右）、甲幅組成及びそれぞれの入篭状況（H24年）

図3 H17年を100としたときの資源の回復状況

（結果の概要）
・3cm篭で9cm未満のかにが58枚入篭したのに対
し、通常篭では11枚。82%のカニを海中で逃避さ
せ、混獲を防ぐことができます。
・3cm目合篭1篭あたりの雄の入篭個体数の年別の
推移（資源回復の取り組みを始めた平成17年を
100とすると、平成24年（135）から、資源水準
が回復しているのが分かります。
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２月上旬の
水塊配置と
対馬暖流

栽培漁業センターでは、今年度から速効性のある沿岸漁業振興を行うため、これまで漁獲対象

とされていなかった収益性の高い高級魚の漁場、資源状況等の把握を行う「即戦力！高級魚の資

源実態把握調査」を開始しています。

天然トラフグは、県西部の境港や淀江で、年間3トン
程度漁獲されていますが、現在のところ、県東中部では
トラフグを狙った漁は行われていません。
そこで、県東中部でもトラフグが獲れるかを把握する

ため、調査船おしどりを用い、県中部海域で、はえ縄に
よる試験操業を実施しています。

★フグはえ縄試験操業（トラフグを狙え！）★

写真のとおり良いサイズのトラフグを今月14日
に釣獲しました(昨年5月1日に続く2度目)。
ただ、現状は、淀江の漁業者等から情報で、水深

50～100mに分布しているとの想定をもとに、漁場
を手探りしている状態です。
しかしながら、賀露地方卸売市場で非常に良い単

価が付くことや、これまでの釣獲実績で想定してい
た水深(今回水深83m、5月水深55mで釣獲)にいる
ことは分かってきました。
今後は、試験操業の見学会やフグはえ縄に興味が

ある地区への説明会を随時行っていきます。

試験操業の見学会･説明会等の希望は、太田まで(電話0858-34-3321)

セリ値
16,000円

全長50cm（2.4kg）

県中部海域にもトラフグはいました！その２

〈仕組〉
○漁業者と国が１対１の負担割合で資金の積み立てを行う。
○漁協を経由し申込書を提出、３年間の積立て契約を締結し毎
年度積立金を積み立てていく。

○漁業者は、積立契約に基づき毎年数量申込みを行う。

■今月の漁業許可証更新情報
平成２５年３月３１日で許可の期限が切れる漁業種類については以下のとおり

○まき刺網
【１そうまきぼら狩刺網（中海・境水道除く） （許可期限H22.4.1~H25.3.31）】

○小型定置（許可期限H22.4.1~H25.3.31）
■遊漁船登録業者の皆様へ・・・遊漁船登録の保険期間等の変更があった時は、
変更申請をお忘れなく（問合せ：県庁水産課 ０８５７－２６－７３３９）

★水産課からの情報★

☆漁業経営セーフティーネットへの加入について☆

平成２０年に燃油価格が急騰、現在においても中東情勢の不安定
により燃油価格は今後も上昇傾向が見込まれます。漁業者と国とが
積立てを行い燃油価格の上昇の影響を緩和する仕組みがあります
ので漁業者の皆さんの加入をお願いします。

〈補填〉
○原油価格が一定の基準を超えて上昇した
場合に、漁業者や養殖業者に対し補填金
が支払われる。
○補填金額は1／2が国からの補助、1／2が
漁業者・養殖業者の積立金の取り崩しとなる。

燃油価格の高騰が続いても安心
加入希望者は最寄りの漁協支所にご連絡を

担当：関西本部 宮辺 電話：06-6341-1988

＜阪急うめだ本店キッチンステージにて初めての県産魚ＰＲを行いました！＞
★関西本部からの情報★

・２月１８日（月）に阪急うめだ本店地下２階食料品売場にて、鳥取県
産魚ＰＲ推進協議会とハタハタをＰＲしました。

・昨年１１月に設置された実演販売ができるキッチンステージを活用し、
ハタハタ一夜干しを使用した南蛮漬けを百貨店のお客様にご試食い

ただきました。
・今後もキッチンステージを活用してＰＲしていきます。

燃
油
価
格


